Die deutschen Substantivkomposita aus syntaktisch-semantischer Sicht by 坂野 久 & Sakano Hisashi
シンタックス・意味論的にみた合成名詞について
その他のタイトル Die deutschen Substantivkomposita aus
syntaktisch-semantischer Sicht
著者 坂野 久
雑誌名 独逸文学
巻 25
ページ 45-70
発行年 1981-03-25
URL http://hdl.handle.net/10112/00017771
シンタックス・意味論的にみた
合成名詞について
久坂 野
I
共時的造語論では，従来のいわゆる「語」と呼ばれる単位よりも下位で
の研究，つまり形態論のレベルでの研究と並んで， 「語」よりも上位， つ
まりシンタックスのレベル， さらにテクストの観点からの研究が最近注視
されている．本稿では， このシンタックス・意味論的な観点から， ドイツ
語の合成名詞(Substantivkomposita)を主に次の二点を中心に考察する
ことにしたい．
第一点は，合成名詞の意味的な面からの動機づけ(Motivierung)とイ
ディオム化(Idiomatisierung)の問題である．これは，一般的に，造語
(語形成)をシンタックス・意味論的に考察する際の前提条件となる不可欠
な予備的作業である．
第二点は，意味的に動機づけが可能な合成名詞を，如何にシンタックス
上の基本的な構造として表現しうるか，即ち，生産性の面で活力があり，
絶対的数量が大である合成名詞を，如何に有限の基本的なシンタックス的
構造へ還元しうるか， という点である．
ところで，一般に「合成語」という場合，形態的にみれば，狭義の本来
の合成語(Komposita=eigentlicheZusammensetzungen)を意味する
場合と，共成(Zusammenbildung)及び合括(ZusammenriickUng)
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’を含めた広義の合成語(zusammengesetzteW6rter)を意味する場合に
解釈されうるが'， 本稿では， シンタックス・意味論的観点から，一般的
に「合成語」という場合，広義の合成語を意味する．そして「合成名詞」
(Substantivkomposita)という表記も，共成・合括を含めた広義の合成
名詞と理解している．そして合成名詞を方法論上さらに「二つ以上の自由
形態素から成立し，少なくともそのうち一つが名詞である結合」と解釈し
た．ただし，動詞の語幹は本来，拘束形態素であるが，動詞の語幹と名詞
の結合が,合成名詞を形成する比率が大きいこと,さらにGewinnstreben,
Arbeitsgruppeのように，第一構成要素のGewinn,Arbeitが，動詞の
語幹としても， また名詞としても把握されうる理由から，本稿では研究対
象に含めている．
Ⅱ
そこでまず著名な造語研究者の合成名詞に関する研究を概説することに
したい．
現在でも通時的造語論の代表的研究者であると目されるヘンツェン(W.
Henzen)は，合成名詞を第一構成要素に於ける品詞の格と種類から，あ
るいは又接合(Fuge)－接間辞形態素(Infixmorphem)である屈折語
尾や語幹の末尾等一が存在するか否かについて詳論しているが，形態論的
な合成語の分類に関しては，本来の合成語(eigentlichesKompositum)
と，そうでない合成語(uneigentlichesKompositum)に区分している
のみで，詳細な区分はなされていない．また意味的な面からの合成語の分
類に関しても，意味的な特徴（場所・時・目的・素材等）を窓意的に指摘
するに止まっている2．
それに対して， フライシャー(W.Fleischer)では，品詞に基づく単な
る形態論的な構造モデル以外に，シンタックス・意味論的な面から，構成
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「要素間の関係を示すシンタグマ・内的(syntagma-intern)な関係と，合
成語とそれが現われる文・語グループとの関係を示すシンタグマ・外的
(syntagma-extern)な関係を区分している点が31ヘンツェンよりも一歩
進んでいるといえよう． さらにフライシャーは，意味的面から造語のグル
ープ化を試みている． たとえば，動詞から派生した限定合成名詞(sub-
stantivischeDeterminatiVkomposita)を,シンタックス・意味論的な分
析から，次の4つのグループに分類している4．
1）動詞の語幹が目的を示す場合．
Bindfaden(FadenzumBinden),
Bratpfanne(PfannezumBraten)等．
2）動詞の語幹が能動的に現実もしくは可能性のある事実を付加語的に
示す場合．
Bindestrich(Strich,der(ver)bindet,bindenderStrich),
Folgezeit(Zeit,diefolgt,folgendeZeit)等．
3）動詞の語幹が完了的・受動的な付加語となる場合．
D6rrobst(ged6rrtesObst)
Fliisterton(gefliisterterTon)
Fiillfeder(gefiillteFeder)等．
4）動詞の語幹が従属的な属格となる場合．
HeilprozeB(Proze6desHeilens),
Denkkraft(KraftdesDenkens)等．
しかし， このような分類は，文法上のシンタックス的な基準と，意味的
な基準を混同しているように思える．即ち， 1）のグループは意味範鴫に
属すグループであるのに対して， 2）と3）のグループは文法範曉に属す
る集団と判断しうる． また2）のグループで， フライシャーは付加語的表
現を関係文で表わしている． これは関係文がシンタックス的に付加語文
’
’
｜
｜
’
｜
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(Attributsatze)である故に，『付加語的関係』というメルクマールとし
て表現しようと試みた意図がみうけられるが,合成語の関係文への変形は，
1）， 3）， 4）のグループ例にも適用しうるのである．
Bindfaden(Faden,mitdemmanetwasbindet),D6rrobst(Obst,
dasmanged6rrthat),Heilproze6(Proze6,derzurHeilungfiihrt)
従って，合成語の関係文への変形は，基本的には，意味的に動機づけが
可能な全ての合成語へ適用しうるように思える．そこで，次に意味的に動
機づけが可能な合成語とは如何なる合成語であるかについて言及すること
にしたい．
Ⅲ
合成名詞をシンタックス・意味論的にみる場合，それが意味的に動機づ
けが可能である， という前提条件が必要となる． この意味的動機づけと，
その逆作用であるイディオム化現象については，すでに若干概説している
が5， ここではその基本的な点のみを，合成名詞の二・三の例を基に再確
認することにしたい．
Augenblick,Handtuch,Tischbeinという三つの合成名詞を例にとる
と,Augenblickに於ては，その構成要素のAugen,Blick両者は，構
成体としてのAugenblickの意味内容とは共時的に直接関連はなく，全く
イディオム化された合成と解されている6． このような合成語を一般的に
定義づけると， 「ある構成体の一要素を，他の要素に換えると， その構成
体全体の意味が全く成立しなくなる合成語」と表現しうる7．
他方,Tischbeinの場合は，構成要素TischをStuhlに置き換え可
能で,Tischbein,Stuhlbeinのいずれの-beinも，同じ意味範晴に属し，
しかもTischbeinの構成要素TischとBeinは相互に容易に意味的に
動機づけられる．即ち,Tischbein=BeindesTischesである．この種
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の合成語を一般的に定義づけると， 「ある構成体の一要素を，他の要素に
交換しても，残る一要素の意味範晴が変化しない合成語」と表現しうる7．
またHandtuchの場合も，上のTischbeinで述べた一般的定義に適
用しうる．即ち,Handtuchの一要素であるHandをTaschenに置き
換えると,Taschentuchが成立するが,Handtuch,Taschentuchのい
ずれの-tuchも,同じ意味範曉に属すと考えられる．しかし,Taschentuch
は,,kleinesLein-,Batist-od・SeidentuchzumNaseschneuzen<<8
からも理解できる如く,Taschentuchの意味にとっては，保管場所より
も，使用目的(zumSchneuzenod.Abwischenzubenutzen%が
重要となっているように思える．またHandtuchの場合も,,Tuchzum
AbtrocknendesK6rpersnachdemWaschendK'0から理解できる如く，
Handtuchの意味の中心は,,,zumAbtrocknenzubenutzen($であ
り，その,,Abtrocknen:@の対象は,,Hande@!よりもむしろ,,K6rperC@と
考えるのが妥当であろう'1．
従って,Handtuchの場合は,Tischbeinのように明確に意味的に動
機づけが可能な合成語から，すでにAugenblickのような完全にイディ
オム化された合成語へと移行しつつある傾向がみられると解釈できよう'2．
このように，共時的に合成語を上述した三つのタイプに区分することが
できるが，実際に合成名詞を区分する際には，次の二つのテストによって
判断できるのではなかろうか．
第一のテストは,構成要素AとBから成立する構成体ABの意味内容が，
B(もしくはA)の意味内容の一部を形成しうるか，あるいはその代用と
なりうるか， というテストである． たとえば, KaffeekanneはKanne
で,BiicherschrankはSchrankで代用可能であるが,Schornsteinは
Steinで代用できない13.
第二のテストは，構成体ABとCBの意味上の差異が，その構成要素の
AとCの意味上の差異と一致するか，というテストである．たとえば，
1
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KaffeekanneとTeekanneの差異は,KaffeeとTeeの差異に一致する
が,HandtuchとTaschentuchの差異は,文字通りHandとTasche(n)
の差異に一致しない'4．
従って，完全に意味的に動機づけられる合成語とは， この二つのテスト
に適合するものであり，第一のテストのみに適合する合成語は，半ば動機
づけられ，半ばイディオム化しつつあり， また第一・第二両テストに適合
しない場合は，全くイディオム化された合成語であると判断できよう． こ
のような方法で，合成名詞が主に三つのグループ，即ち，全くイディオム
化されたタイプ，半ばイディオム化されているタイプ，そして明確に意味
的動機づけが可能なタイプに区分できる．そして，本稿のシンタックス・
意味論的な面からの合成名詞研究の対象となるのが， この明確に意味的動
機づけが可能なタイプである．
Ⅳ
合成語のシンタックス・意味論的な研究は，英語を例にしたリース(R.
B.Lees)15,マーチャンド(H.Marchand)'7,仏語を例にしたローラー
(L､H.Rohrer)16の試論がみられ，さらにドイツ語に関しても，モッチ
sL(W.Motsch)18,ポーレンツ(P.V.POlenZ)19等による，各文法理論
を応用した部分的な研究があるが，本稿では，比較的組織立った研究と思
えるティール(G.Thiel)20の方法論を手がかりに，主に従来の学校文法
で使用されてきた用語（特に統語論での）によって，論を進めることにし
たい．
表層構造に位置する合成名詞を，深層構造に位置するシンタックス．意
味論的な基本的構造へ変形する際の原理として，ティールはまず次の三つ
の原理をあげている21．
第一原理とは，合成語を能動的な関係文を伴う名詞句へ変形し， さらに
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↑その名詞句を，合成語の深層構造を示す叙述文(Aussagesatz)へと変形
することである．その際の名詞句は，第二構成要素に対応し， またその叙
述文とは，独立した内容をもつ最小の叙述文， つまり核文(Kernsatz)
のことである．たとえば，合成名詞Schreibtischは/Tisch,andem
jemand(x)schreibt/という関係文を伴う名詞句を経て,/xschreibtan
demTisch/という核文へ変形される．また叙述文は， うめこみ(Einbet-
tung)を伴う複合文の場合もある．たとえば,SchieBbefehl-->/Befehl,
denxgibt,damityschieBt/→/xbefiehltyzuschieBen/と変形
される．
第二原理とは，動詞から生じている構成要素を，変形の際に核文の動詞
語彙素(Verblexem)にすることである．たとえば,Umweltgefahrdung
->/xgefゑhrdetdieUmwelt/.
第三原理とは，変形の際に，アニミスムス(Animismus)・擬人化(Per-
sonifikation)を避けることである．たとえば,KleinwagenとSchnell-
straBeは，同一の表層構造（形容詞十名詞）をもっているが，深層構造
へ変形させると,Kleinwagenは,Kleinwagen-÷/Wagen,derklein
ist/→/DerWagenistklein/となるが，一方SchnellstraBeは，
SchnellstraBe->/StraBe,aufderjemandschnellfahrt/→/xfahrt
schnellaufderStraBe/となり,Schn llstraBe→/StraBe,dieschnell
ist/->/DieStraBeistschnell/という変形を避けるための原理である．
このような三原理に従って得られた核文を，ティールは従来の学校文法
の用語である主語(Subjekt),述語(Pradikat),述語名詞(Pradikats-
nomen,Pradikativ),目的語(Objekt),状況語(Adverbiale)で表記
し，次の9つのタイプに分類している22.(1)述語一目的語，(2)述語一状況
語， (3)目的語一状況語，(4)主語一述語，(5)主語一目的語，(6)主語一述語名
詞， (7)主語一状況語，(8)目的語一目的語，(9)状況語一状況語．
さらに， これらの各グループが下位区分されるのであるが，その際次の
I
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4つの基準が用いられる23．
第一の基準は，構成要素の順序(Gliedfolge)である．この構成要素間
の順序によって通常二区分される．たとえば， (5)タイプに属すBarenfell
では,Barenfell->/DerBarhateinFell/となり，第一構成要素は
Bar(主語）で，第二構成要素はFell(目的語）である．つまり主語十目
的語の順序である．それに対して,Stacheldrahtでは,Stacheldraht--＞
/DerDrahthatStacheln/となり,第一構成要素はStachel(目的語)で，
第二構成要素はDraht(主語）である．即ち,目的語十主語の順序である．
このような基準は上述した(1)，(2)，(3)，(4)， (5)，(7)の各グループに適用し
うる．
第二の基準は，いわゆる品詞(Wortklasse)である．たとえば，状況
語は次の三つに下位区分できる． (a)前置詞十名詞，いわゆる前置詞句で，
たとえばSchreibtisch一/xschreibtamTisch/に於けるamTisch
に該当する． (b)副詞，たとえばTiefbohrung-/xbohrttief/に於け
るtiefに該当する.(c)四格の名詞（句),たとえば,Monatsheft-→/x
gibtdasHeft(jeden)Monatheraus/に於ける(jeden)Monatに該
当する．
第三の基準は，文法上の補助クラス(grammatischeSubklasse)で，
たとえば， 目的語はその文法機能により次の格に区分される. (a)四格目
的語(Bohrloch->/xbohrtdasLoch/),(b)三格目的語(Sporthilfe
->/xhilftdemSport/),(c)二格目的語(Schlafbedfirfnis->/x
bedarfdesSchlafens/),(d)前置詞格目的語(Wetterinformation->
/xinformiertyiiberdasWe廿er/).
第四の基準は，特別な意味上の関係である．たとえば, (a)『全体と部分
の関係』,Barenfell--÷/DerBarhateinFell/では,Fell(目的語）
がBar(主語）の一部となっている．(b)『類似関係』, Pyramidendach
-→/DasDachistwieeinePyramide/では,Dach(主語）とPyra-
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fmide(述語名詞）は類似関係にある．この意味関係は， ティールの例で
は，構成要素間の関係に制限され， (5)と(6)のグループのみに適用されてい
るが，一構成要素それ自体も，意味的な面からの区分が可能である．たと
えば，状況語は，時・場所・様態・手段・起因等によって下位区分が可能
である． これは， (2)，(3)， (5)，(7)，(8)，(9)グループにも適用されよう．
以上の下位区分は，先述した(1)～(9)グループに適用されて，次のように
分類される． （尚，例は主にテイールの例を借用したが24,分類番号に（）
印の付く項目は，筆者の付加した意味的な面からの区分である）
1)PRADIKAT－－OBJEKT
1.1.Pradikat-Objekt(Akk.)
Typ:Bohrloch->/xbohrtdasLoch/
1.2.1.Objekt(Akk.)-Pradikat
Typ:Fachwahl->/xwahltdasFach/
1.2.2.Objekt(Dat.)-Pradikat
Typ:Sporthilfe→/xhilftdemSport/
1.2.3.Objekt(Gen.)-Pradikat
Typ:Schlafbediirfnis->/xbedarfdesSchlafens/
1.2.4.Objekt(Prap.)-Pradikat
Typ:Wetterinformation->/xinformiertyiiberdasWetter/
2)PRADIKAT-ADVERBIALE
2.1.Pradikat-Adverbiale(Prapositionalphrase)
2.1.(1)Pradikat-Lokaladverbiale
Typ:Spielraum-÷/xspieltindemRaum/
2.1.(2)Pradikat-Modaladverbiale
Typ:Verhaltensweise->/xverhaltsichinderWeise/
2．1．(3)Pradikat-Instrumentaladverbiale
Typ:Werbeslogan一/xwirbtdurchdenSlogan/
’
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2. 1. (4) Prädikat--Temporaladverbiale 
Typ: Schonzeit--/x schont y in der Zeit/ 
2. 1. (5) Prädikat-Kausaladverbiale 
Typ: Auszahlungsschein--/x zahlt (Geld) aus aufgrund 
(der Vorlage) des Scheins/ 
2. 1. (6) Prädikat-Entsprechungsadverbiale 
Typ: Austauschprogramm--/x tauscht y mit z aus ent-
sprechend dem Programm/ 
2. 2.1. Adverbiale (Präpositionalphrase)--Prädikat 
2. 2. 1. (1) Lokaladverbiale-Prädikat 
Typ : Podiumsdiskussion-➔/x diskutiert mit y auf dem 
Podium/ 
2. 2. 1. (2) Instrumentaladverbiale--Prädikat 
Typ : Autoreise--/x reist mit dem Auto/ 
2. 2. 2. Adverbiale (Adverb)-Prädikat 
Typ: Tiefbohrung--/x bohrt (y) tief/ 
3) OBJEKT-ADVERBIALE 
3.1. Objekt-Adverbiale (Präpositionalphrase) 
3. 1. (1) Objekt-Lokaladverbiale 
Typ: Unrechtsstaat--/x begeht (duldet) Unrecht in dem 
Staat/ 
3. 1. (2) Objekt-Richtungsadverbiale 
Typ: Müllschacht--/x schüttet Müll in den Schacht/ 
3. 1. (3) Objekt-Temporaladverbiale 
Typ : Kriegszeit--/ x führt Krieg in der Zeit/ 
3. 1. (4) Objekt-Instrumentaladverbiale 
Typ: Sportgerät--/x treibt Sport mit dem Gerät/ 
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3. 2. Adverbiale (Präpositionalphrase)-Objekt 
3. 2. 1. (1) Lokaladverbiale-Objekt 
Typ : Burgkurve-/Die Straße macht eine Kurve an der 
Burg/ 
3. 2. 1. (2) Kausaladverbiale-Objekt 
Typ: Industriemacht-/Der Staat hat Macht aufgrund 
der Industrie/ 
3. 2. 1. (3) Instrumentaladverbiale-Objekt 
Typ: Flugblattaktion-/x führt die Aktion mittels Flug-
blatt durch/ 
3. 2. 1. (4) Stoffangabe-Objekt 
Typ: Gummierzeugnis-/x fertigt das Erzeugnis aus 
Gummi/ 
3. 2. 1. (5) Temporaladverbiale-Objekt 
Typ: Sommeridylle-/x erlebt die Idylle im Sommer/ 
3. 2. 1. (6) Entsprechungsadverbiale-Objekt 
Typ: Decksplan-/x zeichnet den Plan entsprechend (den 
Gegebenheiten) des Decks (auf dem 
Schiff)/ 
3. 2. 2. Adverbiale (Nominalphrase im Akk.)-Objekt 
Typ: Tagezeitung-/x gibt die Zeitung (jeden) Tag heraus/ 
3. 2. 3. Adverbiale (Adverb)-Objekt 
Typ : Spätnachrichten-/x sendet die Nachrichten spät/ 
4) SUBJEKT-PRÄDIKAT 
4. 1. 1. Subjekt--Prädikat ( verbale Prädikation) 
Typ: Erdbeben-/Die Erde bebt/ 
4. 1. 2. Subjekt--Prädikat (adjektivische Prädikation) 
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Typ: Therapiemöglichkeit--/Die Therapie ist möglich/ 
4. 2.1. Prädikat (verbale Prädikation)-Subjekt 
Typ: Arbeitsgruppe--/Die Gruppe arbeitet/ 
4. 2. 2. Prädikat (adjektivische Prädikation)-Subjekt 
Typ: Kleinwagen--/Der Wagen ist klein/ 
5) SUBJEKT-OBJEKT 
5. 1. 1. Subjekt-Objekt (,,haben"-Akkusativobjekt) 
Typ: Bärenfell--/Der Bär hat ein Fell/ 
5. 1. 2. (1) Subjekt-Objekt (Akk.); Verblexem (besitzen) 
Typ: Staatstheater--/Der Staat besitzt das Theater/ 
5. 1. 2. (2) Subjekt-Objekt (Akk.) ;-Verblexem (erzeugen, A tut 
etw. mit B) 
Typ: Hitlerregime--/Hitler hat das Regime begründet/ 
5. 2. 1. (1) Objekt (Akk.)-Subjekt; Verblexem (besitzen usw.) 
Typ: Stacheldraht-/Der Draht hat Stacheln/ 
5. 2.1. (2) Objekt (Akk.)-Subjekt; Verblexem (erzeugen usw.) 
Typ: Interessengruppe--/Die Gruppe vertritt die Interesse/ 
5. 2. 2. (1) Objekt (Präpositionalobjekt) -Subjekt ; Verblexem 
(zu etw. gehören) 
Typ: Mittelklassewagen--/Der Wagen gehört zu der Mit-
telklasse/ 
5. 2. 2. (2) Objekt (Präp.)-Subjekt; Verblexem(in od. auf etw. 
spezialisiert sein) 
Typ : Sowjetexperte-- /Der Experte ist spezialisiert in 
Sowjet/ 
6) SUBJEKT-PRÄDIKATIV (Prädikatsnomen) 
6. 1. Unterbegriff-Oberbegriff 
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Typ: Grippeepidemie-/Die Grippe ist eine Epidemie/ 
6. 2. Element--Menge 
Typ: Filtersatz-/Die Filter bilden (zusammen) einen Satz/ 
6. 3. Synonymierelation 
Typ: Moralethik-/Ethik ist Moral/ 
6. 4. Begriff, deren Inhalte sich addieren 
Typ: Schrankwand-/Die Wand ist (zugleich) ein Schrank/ 
6. 5. Ähnlichkeitsrelation 
Typ : Pyramidendach-/Das Dach ist wie eine Pyramide/ 
7) SUBJEKT-ADVERBIALE 
7.1. Subjekt-Adverbiale (Präpositionalphrase) 
7.1. (1) Subjekt-Lokaladverbiale 
Typ: Künstlerviertel-/Künstler wohnen in dem Viertel/ 
7. 1. (2) Subjekt--Temporaladverbiale 
Typ: Kirchentag~/Die Kirche kommt an dem Tag zusam-
men/ 
7.1. (3) Subjekt-Modaladverbiale 
Typ : Gesellschaftsordnung-/Die Gesellschaft lebt in der 
Ordnung/ 
7. 2. 1. Adverbiale (Präpositionalphrase)--Subjekt 
7. 2.1. (1) Lokaladverbiale-Subjekt 
Typ: Küstengebiet- /Das Gebiet befindet sich an der 
Küste/ 
7. 2. 1. (2) Modaladverbiale-Subjekt 
Typ: Ehemann-/Der Mann lebt in einer Ehe/ 
7. 2.1. (3) Instmmentaladverbiale-Subjekt 
Typ: Atom-U-Boot-/ Das U-Boot funktioniert mittels 
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Atom(energie)/ 
7. 2. 2. Adverbiale (Nominalphrase im Akk.)-Subjekt 
Typ: Ganztagsklasse-/Die Klasse arbeitet den ganzen Tag/ 
7. 2. 3. Adverbiale (Adverb)-Subjekt 
Typ : Hochebene-/Die Ebene liegt hoch/ 
8) OBJEKT-OBJEKT 
8.1. Objekt (Präp.)-Objekt (Akk.) 
Typ: Butterpreis-/x zahlt den Preis für die Butter/ 
8. 2. Objekt (mit „Identifikationstranslativ" angeschlossenes 
Präpos.)-Objekt (Akk.) 
Typ: Bruderorganisation-/x bezeichnet die Organisation 
als Bruder/ 
9) ADVERBIALE-ADVERBIALE 
9.1. Adverbiale (Präpositionalphrase)-Adverbiale (Präp. phr.) 
9. 1. (1) Richtungsadverbiale-Instrumentaladverbiale 
Typ: Höllenmaschine-/x schickt y durch die Maschine in 
die Hölle/ 
9.1. (2) Temporaladverbiale-Lokaladverbiale 
Typ: Sommerhaus-/x hält sich im Sommer in dem Haus 
auf/ 
9. 2. Adverbiale (Adverb)-Adverbiale (Präpositionalphrase) 
9. 2.1. Modaladverbiale-Instrumentaladverbiale 
Typ: Rotstift-/x macht etw. (färbt, schreibt) rot mit dem 
Stift/ 
9. 2. 2. Temporaladverbiale-Temporaladverbiale 
Typ: Spätnachmittag-/x kommt spät am Nachmittag/ 
c::.tl, ;(1)~{9)0)~9° 1v-7"IC-::>~'--CO)fli'j~t.i:mlJJ:l~~K#1J□ G--C:tö $' f;:~,. 
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（1）述語一目的語
このタイプの特徴は，第一構成要素もしくは第二構成要素に，動詞を語
幹とする構成要素が存在し，その構成要素が核文の動詞語彙素を構成して
いる点である．そして，動詞を語幹とする構成要素が，第一構成要素の場
合1.1.と第二構成要素の場合1.2.がある．1.1.の場合は，変形原理（第一
原理）に従い， 関係文を伴う名詞句を経て核文へ変形しうる (Einbau-
schrank-->/Schrank,denjemandeinbaut/->/xbautdenSchrank
ein/)．しかし, 1.2.の場合は，関係文による変形を経ずに，直接，第二
変形原理によって核文となる(Schrankeinbau->/xbautdenSchrank
ein/)．即ち，一つの深層構造から，逆に二つの異なった表層構造が派生
されていることになる．そして， 1．1．の合成語は,ある過程の結果を,1．2．
の場合は，過程それ自体を示している．
（2）述語一状況語
このグループも(1)グループと同様に,語幹が動詞である構成要素をもつ．
そして構成要素は，核文の動詞語彙素として現われ，他の構成要素は状況
語としての機能をもつ． ここでは，状況語（前置詞句の場合）をさらに意
味的な面から，場所・様態・手段・時・因果・相応を意味する各状況語へ
下位区分した．
（3） 目的語一状況語
このタイプでは，核文に於ける動詞語彙素は，表層構造の合成要素に含
まれていないが，その合成名詞の構成要素の意味内容から，核文の動詞語
彙素が選ばれている(Sportgerat->/xtreibtSportmitdemGerat/).
また核文の主語がゼロになることも， このグループの特徴でもある． この
グループでも，前置詞句として現われる状況語を意味的に下位区分した．
（4）主語一述語
このグループは，構成要素の順序によって二区分され，述語の種類（動
詞的と形容詞的）によってさらに下位区分される． 4．1．2．では，第二構成
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「要素が形容詞の名詞化された場合が多い(z.B.Therapiem6glichkeit
-->/DieTherapieistm6glich/,Auss6hnungsm6glichkeit,Einkom-
menh6heusw.).
（5）主語一目的語
このグループも構成要素の順序によって二区分されるが， さらに5.1.は
主語と目的語が，全体と部分の関係にあるか否かによって下位区分される
(z.B.Barenfell)．5.2.は，目的語の文法上の種類によって下位区分さ
れ， また5．1．2．， 5．2．1．， 5．2．2．は核文の動詞語彙素の種類によってさら
に下位区分されている． この種の意味的な分類はさらに発展する可能性が
あろう．
（6） 主語一述語名詞
述語名詞を含む要素は，原則的にはsein動詞と共に主語と結合し，同
時に一格(Nominativ)である文肢(Satzglied)と解釈される． このグ
ループは，構成要素間の意味的関係によって5つに下位区分されている
が， この下位区分もさらに発展の可能性をもつ．
（7）主語一状況語
このグループも構成要素の順序によって二分され， さらに7.1.は状況語
の意味により三区分される． また7.2.は状況語の文法上の機能により，前
置詞句，四格の名詞句，副詞へ三区分され，前置詞句は意味的にさらに三
区分されている．
（8） 目的語一目的語
このグループは， 目的語の種類によって区分されるが， 8．1．は前置詞格
目的語と四格目的語から成立している一例である25.また8．2．も核文に
「AをBとみなす」という意味を担うals(もしくはzu等）を伴う前置
詞格目的語と，その対象となる四格目的語から成立する一例であり， これ
以外の種類も存在する可能性があろう．
（9）状況語
－60－
このグループの第二構成要素としての状況語は，常に前置詞句である．
そして，第一構成要素の状況語が，前置詞句か副詞かによって二区分され
る．また9.1.と9.2.は，意味的にさらに下位区分される．
V
さて， このように合成名詞を大きく9つの機能タイプに区分し，また構
成要素の順序，品詞，文法上の補助クラス等によって下位区分され， さら
に意味的な面からも若干の区分がなされたが，その際の二・三の問題点を
次に指摘することにしたい．
第一の問題点は，表層構造上の一つの合成名詞が，深層構造で二つ以上
の核文に解釈されうる場合である．たとえば,Motorbootでは，次の二
つの核文が考えられる．
Motorboot--､a)/DasBootfahrtmittelsMotor/
->(b)/DasBoothateinenMotor/26
(a)の場合では,Motorが状況語（手段）で,Bootは主語である．故に
7.1.グループ（主語十述語）に属す．
それに対して, (b)の場合では,Motorが目的語（四格),Bootが主語
で， 5.1.2.(1)グループ（主語十目的語(四格)）に属す．
また次の例では，三つの核文が考えられる．
Metallfarbe---､c)/xstreichtdieFarbeaufMetall/
→(d)/DasMetallhateineFarbe/
－→(e)/xfertigtdieFarbeausMetall/27
(c)では,Farbeが目的語,Metallが状況語（方向）で3.2.グループ（状
況語十目的語）に属す．
また(d)では,Metallが主語,Farbeが目的語で,5.1.2.(1)グループ
（主語十目的語(四格)）に属す．
｜
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↑(e)では,Farbeが目的語,Metallが状況語で,3.2.1.(4)グループ（状
況語（素材）＋目的語）に属す．
このMotorbootとMetallfarbeの例を比較すると，後者の場合は，
多義的な合成語と考えられ，その語が使用されているコンテクストによっ
て，核文の決定が可能であるが，前者のMotorbootのような場合は，コ
ンテクストからも核文の決定が困難であるように思える．
第二の問題点は，核文の動詞語彙素になる要素が，表層構造の合成名詞
に現われていない場合に，その合成名詞の構成要素から，核文の動詞語彙
素を設定しなければならないという点である．たとえば，
Bierglas-→(f)/xgieBt(schtittert)BierindasGlas/
---､g)/xserviertBierindemGlas/28
に於て, (f),(g)いずれもBierが目的語（四格),Glasが状況語で,3.1.
グループ（目的語十状況語）に属す．故に，意味的に設定したgieBen
(schiittern),servierenは，核文の構造に影響を与えていないことにな
る．
それに対して, Verkehrszeichenの例では，次の二つの核文が考えら
れる．
Verkehrszeichen-÷(h)/xstelltdasZeichenim(fiirden)Verkehr
auf/
--､i)/xregeltdenVerkehrdurchdasZeichen/29
(h}では,Zeichenが目的語（四格),Verkehrが状況語で,3.2.グルー
プ（状況語十目的語）に属す．
一方, lilでは,Verkehrが目的語（四格),Zeichenが状況語となり，
構成要素が逆の3.1.グループ（目的語十状況語）に属すことになる．従っ
て，意味的に補足された核文の動詞語彙素によって核文の構造が影響を受
けている．故に，表層構造に核文の動詞語彙素が現われていない場合に
は，如何なる動詞語彙素を選択するかが問題となる． これは，合成名詞を
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構成する要素の意味内容上の関係から生じうるものであろう30.
第三の問題点は，合成語の構成要素が目的語の機能，状況語の機能，い
ずれを有するかは,主として核文の動詞語彙素の結合価(Valenz)に影響
される場合が多い（たとえば,Beckenbau---､j)/xbautdasBecken/
Schwimmbecken-÷(k)/xschwimmtindemBecken/に於て,(jlの
Beckenは目的語,(k)のBeckenは状況語として機能しているが，これ
はbauen,schwimmenの結合価に依存している）のではあるが，しか
し，ヘルビッヒ(G・Helbig)やシェンケル(W.Schenckel)等3'による
義務的(obligatorisch)と随意的(fakultativ)の区分は，必ずしも合成
語に適用されていない点である． たとえば,AlltagSbeobachtungに於
て,beobachtenは義務的な目的語（四格）をもつ，故にAlltagSbeob-
achtung->/xbeobachtetyimAlltag/となるが，表層構造では，
beobachtenからの派生Beobachtungと副詞的要素Alltagとの随意的
な関係のみが現われ，義務的な関係は表層構造の合成語には現われていな
い．その義務的な関係は，そのコンテクストに現われていると考えざるを
得ないのである．’
しかし， このような若干の問題点は残るとしても，合成名詞を9つの機
能タイプに分類することによって，合成名詞の構成要素間の機能的な構
造，並びに副次的な意味関係が，一層明確になったように思える．従っ
て，すでに存在し，また今後も生産されていく合成名詞の研究方法論上の
手順としては，Ⅲ章で述べたように，まずその合成語がイディオム化され
ていないか，即ち，意味的動機づけが可能であるかを判断し， もし可能で
あれば， このような9つのタイプへ分類を試みることであろうと考えられ
る． このような方法によって， ドイツ語を母国語とする者が，合成語を形
成する際に，無意識に用いている規則を，我々ドイツ語を母国語としない
者も明確に把握することができ，辞書に記載されていない合成語について
???
’
’
｜
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Iも，その意味内容を一層容易に理解しうるであろう．
しかしまた， この種のシンタックス・意味論的な面からの合成語の研究
は，今後さらに上述した三つの問題点で示したように，テクストのレベル
からの研究と，より組織的な意味内容の面からの研究が不可欠となるであ
ろう．テクスト面からの造語研究については， ミヒェル(G.Michel)33,
フライシヤー(W.Fleischer)32,シユレーダー(M.Schr6der)34等の研
究がみられるが，組織立った研究はまだなされていないようである34.ま
た合成語のシンタックス・意味論的特徴を比較的簡潔に記述しうる格文法
(Kasusgrammatik)35を応用した研究も，今回述べたティールの研究と
共に注目に値するが，格文法理論に基づく合成語研究については，資料の
整備をまってから改めて論じることにしたい．
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Die deutschen Substantivkomposita 
aus syntaktisch-semantischer Sicht 
Hisashi Sakano 
Die ältere Forschung-von J. Grimm bis W. Henzen-hat die 
deutsche Wortbildung vor allem diachronisch betrachtet und es 
als ihre Hauptaufgabe angesehen, die verschiedenen Bahnen zu 
verfolgen, in denen sich die Ausbildung unseres Wortschatzes 
vollzieht. Die Wortbildungslehre war also ein Teil der historischen 
Grammatik. 
Demgegenüber beschreibt synchronische Wortbildungslehre 
die in der usuellen und okkasionellen Entfaltung des Grundwort-
schatzes lebenden Muster einer bestimmten Zeitstufe, praktisch 
meist in der Gegenwart. In einer synchronischen Forschung 
ergeben sich zwei Betrachtungsweisen : eine morphologische und 
eine syntaktisch-semantische. 
Hier wollen wir die deutschen Substantivkomposita vom syn-
taktisch-semantischen Standpunkt aus betrachten. Wir verstehen 
unter einem Substantivkomposita ein substantivisches Gefüge aus 
zwei oder mehr Gliedern, von denen wenigstens eins ein Sub-
stantiv ist. Die Substantivkomposita, die wir hier betrachten, 
sollen semantisch motiviert sein. 
Daher entwickeln wir also zuerst Tests, die unter den Kom-
posita die voll motivierten aussondern. Wir bemühen uns, mög-
lichst objektive Tests zv entwickeln, obwohl sie nicht vollkommen 
objektiv sein können, da Motivierung ein subjektives Phänomen 
ist. Zur größeren Sicherheit schlagen wir zwei Tests vor, die sich 
gegenseitig ergänzen. 
Test (1) : Kann die zweite Konstituente (B) die ganze Konstruktion 
(AB) ersetzen? 
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Z.B. Kaffeekanne=Kanne (AB= B), Schornstein~ Stein (A~B) 
Test (2) : Entspricht die Opposition der beiden Konstruktionen 
(AB : CB) der Opposition der ersten Konstituenten CA : C) ? 
Z.B. Kaffeekanne: Teekanne=Kaffee: Tee (AB: CB=A: C) 
Handtuch: Taschentuch~Hand: Tasche(n) (AB: CB~A:C) 
Durch diese beiden Tests lassen sich unter den Komposita alle 
voll motivierten herausfinden. 
Daraufhin versuchen wir, die syntaktisch-semantischen Bezie-
hungen in den voll motivierten Substantivkomposita der deutschen 
Gegenwartssprache mit Hilfe der Transformationsgrammatik zu 
erfassen und zu beschreiben. Dafür verwenden wir drei Prinzi-
pien der Transformation. 
1. Durch die Transformation des Kompositums in eine Nomi-
nalphrase mit aktivischem Relativsatz ergibt sich zunächst eine 
Zwischenstufe. Eine weitere Transformation führt dann zum 
Aussagesatz, der die Tiefenstruktur des Kompositums aufzeigt. 
2. Deverbale Kompositionsglieder in den Transformationen 
werden immer in die zugrunde liegenden Verblexeme überführt. 
3. Ein Animismus, d. h. die Personifikation, soll bei den 
Transformationen strikt vermieden werden. 
Beschreiben wir den Kernsatz, der in den obengenannten 
Transformationen gewonnen wird, nach der traditionellen Gram-
matik mit den Termini Subjekt, Prädikat, Prädikativ ( =Prädika-
tsnomen), Objekt und Adverbiale, so ergeben sich nach G. Thiel 
im Deutschen neun Kompositionsserien : (1) Prädikat-Objekt, (2) 
Prädikat-Adverbiale, (3) Objekt-Adverbiale, (4) Subjekt-Prä-
dikat, (5) Subjekt-Objekt, (6) Subjekt-Prädikativ, (7) Subjekt-
Adverbiale, (8) Objekt-Objekt, (9) Adverbiale-Adverbiale. 
Für eine genauere Beschreibung der einzelnen Serien wird es 
notwendig, eine Untergliederung vorzunehmen. Wir halten uns 
dabei an vier Kriterien : Gliedfolge, Wortklasse, grammatische 
Subklassen und spezielle semantische Beziehungen. 
Bei dieser Klassifizierung der Substantivkomposita ergeben 
sich drei Probleme. 
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( I ) Es besteht die Möglichkeit, für ein Kompositum unter der 
Oberflächenstruktur mehrere Tiefenstrukturen anzusetzen. Z. B. 
enthält „Motorboot" zwei Tiefenstrukturen : 
(a)/das Boot fährt mittels Motor/ 
(b)/das Boot hat einen Motor/ 
(a): Motor=instrumentalesAdverbiale' Boot=Subjekt 
(b) : Motor=Objekt (Akk.), Boot=Subjekt 
(a) gehört also zur Gruppe (7) (Subjekt-Adverbiale), (b) zur 
Gruppe (5) (Subjekt-Objekt). 
,,Metallfarbe" läßt drei Tiefenstrukturen erkennen: 
(c) /x streicht die Farbe auf Metall/ 
(d)/das Metall hat eine Farbe/ 
Ce) /x fertigt die Farbe aus Metall/ 
(c): Farbe=Objekt, Metall=Adverbiale (Richtungsadverbiale) 
(d): Farbe=Objekt, Metall=Subjekt 
(e): Farbe=Objekt, Metall=Adverbiale 
(c) und (e) gehören also zur Gruppe (3) (Adverbiale-Objekt), (d) 
aber zur Gruppe (5) (Subjekt-Objekt). 
Beim Kompositum „Metallfarbe" können wir die jeweilige Tiefen-
struktur aus dem Kontext feststellen. Im Fall „Motorboot" wäre 
das sicher schwieriger. 
(II) Wenn der Kernsatz eines Kompositums kein Verblexem 
enthält, müssen wir aus dem semantischen Inhalt der Komposi-
tumsglieder das benötigte Verblexem erschließen. Z. B. läßt sich 
,,Bierglas" in zwei Tiefenstrukturen transformieren : 
(f)/x gießt Bier in das Glas/ 
(g)/x serviert Bier in dem Glas/ 
(f) und (g): Bier=Objekt, Glas=Adverbiale 
Hier ließe sich anmerken, daß die semantisch addierten Wörter 
(gießen und servieren) die Struktur des Kernsatzes nicht ändern. 
Dagegen läßt sich das Kompositum „Verkehrszeichen" folgender-
maßen transformieren : 
(h) /x stellt das Zeichen im Verkehr auf/ 
(i) /x regelt den Verkehr duch das Zeichen/ 
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(h): Zeichen=Objekt, Verkehr=Adverbiale 
(i): Zeichen=Adverbiale, Verkehr=Objekt 
In diesem Fall könnten wir also sagen, daß die semantisch ad-
dierten Wörter die Strukur des Kernsatzes ändern. 
(m) Es hängt von der Rektion des Verbs, bzw. von seiner soge-
nannten Valenz ab, ob bei einem Kompositum das substantivische 
Kompositionsglied Objekt- oder Adverbialfunktion hat. G. Helbig 
und W. Schenkel unterscheiden in ihrer Untersuchung über die 
Valenz deutscher Verben sowohl bei den Objekten als auch bei 
den Adverbialbestimmungen zwischen obligatorischen und fakul-
tativen. Die Wortzusammensetzung ist davon jedoch völlig unab-
hängig. Zum Beispiel „Alltagsbeobachtung". Das Verb „beob-
achten" hat ein obligatorisches Akkusativobjekt: 
Alltagsbeobachtung-/x beobachtet y im Alltag/ 
In der Oberflächenstruktur des Kompositums erscheint nur die 
fakultative Beziehung zwischen Verb und Adverbiale, während die 
obligatorische Beziehung implizite -- im Text oder im Situations-
zusammenhang-- gegeben wird. 
Trotz derlei Problemen glauben wir jedoch mit den neun 
Serien den Kernbereich der Substantivkomposita voll erfaßt zu 
haben. Wer in einer Kommunikationssituation ad hoc Komposita 
bildet, tut dies nach vorgegebenen Strukturmustern, die er, sofern 
er Glied der Sprachgemeinschaft ist, unbewußt als Sprachregeln 
beherrscht. Es sind eben die Strukturmuster, die hier in neun 
Kompositionsserien beschrieben wurden. 
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